
｢健康日本21｣, ｢新健康フロンティア戦略～健康国

家への挑戦～｣ など国民の健康寿命延伸に向けた政策

が展開され, 予防を重視した健康づくり運動が進めら

れている｡ 予防には ｢もっとも費用がかからず, 逆に

得られるものはとても大きい｣ というメリットがある｡

予防歯科学分野の目的は, この健康志向型の時代に積

極的に貢献し, 人々の健康ライフを支援することであ

る｡

健康ライフにつながることを念頭に置いた基礎研究,

臨床研究, 疫学研究, 地域歯科保健活動の支援など様々

な活動を行い ｢予防｣ が当たり前になる日を目指して

努力しております｡�������������������
歯周病細菌と動脈硬化の関係が報告されているが,

常在菌である口腔レンサ球菌の動脈硬化発症への関与

は明らかにされていない｡ 我々は口腔バイオフィルム

構成細菌の中でも量的にもっとも多くを占めるこの口

腔レンサ球菌によるヒト動脈内皮細胞の炎症誘導作用

について解析を行っている｡ 様々な口腔レンサ球菌は,

内皮細胞への侵入能力をもつこと, および炎症性サイ

トカインの産生を誘導することが認められた｡ この実

験では, 低い感染多重度で内皮細胞に刺激を与え, 日々

のブラッシングやフロッシングで歯肉出血を生じた際

に起こることが想定される低レベルの慢性的な感染モ

デルの再現を試みた｡ 内皮細胞と接触し侵入した細菌

が, サイトカイン産生を誘導し続けるという結果は,

慢性炎症である動脈硬化の病態と一致し, 口腔レンサ

球菌の動脈硬化発症あるいは増悪への関与に新たな知

見を示したと考えている｡ また�������������������の
表層多糖による血管内皮細胞の炎症誘発機序の解明お

よび����������������������のもつフィブロネクチン

結合蛋白の同定とその機能解析などを行っている｡��������������������
口腔内の細菌は常に唾液と相互作用をしながら存在

している｡ 口腔細菌と唾液タンパク質の相互作用には

菌体付着と菌体凝集がある｡ 菌体付着は口腔細菌の口

腔内への定着を促進する｡ 一方, 菌体凝集は, 凝集塊

として歯面に付着すればバイオフィルム形成を促進す

るであろうが, 歯面付着前に凝集塊が嚥下されれば歯面

定着を防ぎ, 生体にとっては有利な現象ともいえる｡ 我々

は様々な口腔細菌と相互作用をする唾液タンパク質を同

定し, その反応機序および反応に関わる機能領域を用い

た予防法の開発を目指している｡ 現在 ����������������������と唾液アミラーゼの反応について解析を進
めている｡ また粘度の高い唾液は菌体の共凝集誘導能

が低いことを認め, この結果は, 高齢者の唾液分泌が

減少し粘稠性が増すことは, 共凝集による菌のクリア

ランスが十分行われないことを示唆している｡��������������
口腔の健康は, 生涯を通じた健康ライフの推進に不

可欠の要素である｡ 我々は人々が口腔保健の重要性を

認識し, 健康を維持・増進するための行動を支援しな

ければならない｡ そのためには専門家側からの一方的

な指導や処置だけではなく, 患者自らが生活態度や口

腔清掃習慣を自覚し, 健康を保ち疾病を予防するため

の習慣や方法を理解し実行するようになるという, 患

者側の意識と行動の変容を起こさせることが必要であ

る｡ 人は元来, ｢変わること｣ を嫌うものである｡ 従っ

て行動変容を起こさせるためには, 知識を価値観へつ

なぐ教育のプロセス, 動機づけ, 健康行動理論, コミュ

ニケーションスタイルなどについて十分な知識をもっ
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た上で, 患者に対応しなければならない｡ このうち自

己効力感, コントロールの所在に着目した口腔保健行

動の分析を進め, 行動変容につなげるための方策の開

発を進めている｡�������������������
近年, 口腔保健と全身的な健康状態の関係について

の研究が行われ, 現在歯数と運動・視聴覚機能や社会

生活能力との関係が明らかにされている｡ また, 口腔

に関連する症状は, 生活機能や運動機能のみならず,

閉じこもりや認知症とも関連していることが示されて

いる｡ 我々は, 平成20年度から鹿児島県曽於郡大崎町

で, 特定健康診査と歯科健診を同時に実施する機会を

得て, 現在も活動を継続中である｡ 歯科健診には, 歯

周組織検査に加えて, 口腔湿潤度, 口臭, 口腔清潔度

などの診査項目を加え, 健診後の個別指導にも力を入

れている｡ これらのデータを用いて口腔と全身的な健

康状態や生活習慣との関係についての解析を進めてい

る｡���������������
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